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別府温泉仁於ける湧出量の相互関係に就レて

瀬野錦寂

山 下 幸 三 郎

1.緒 言

地下水が井戸から拐氷されるときは地下水而えは地下水顕は井戸のj!i傍ほど深〈沈下し

たi日斗献の曲面となろうとの水面.水頭の低下範囲をお科:凶と古び，地下水が流動してゐ

るときは揚水量に州首して拐;J'(ldJ.:械が定り，揚水:;JI:乃下流に於てl土水面，水聞が降下する。

別府に於ける如く穿堀温泉が相接して多敢にイf在してゐてそれらの問に新しい温泉を新

掘してi見出せしめろと，地下水の場合と似て， f;I;Jj宝t l) i慌泉のi~出量，従って叉i昆泉 IC:J:'J特

すろであらうととは存易〈想像出来る。昭和181r，京え別府研究所により目1]府iffii.泉の211二

回の紙調子正に際しある温泉をポンプにて過剰に防水してゐるため則違刀揖泉が枯渇した
:1' 

例があるのを見たう叉:[二生理事士はー温泉の拐水によって近接混泉の水位が低 Fした記録

を得てゐるヲ

一温泉が lii]泣~温泉に山王 'r~;0科は既存η地下水のL雌命で、なされてゐない点が多い。

別府温泉には自噴するものが多(，分布もー践でない。叉温泉水の流動と深慮よりのfril給

と，浅慮の地下水との連絡もある。

温泉の利用の玉工場古るらも温泉相互の閥係は利待問係の問題があって，今岡，大分県草， ZIJ 

府市の後援によりとの!日j題の利益.研究するととになうた。

( 1 ) 



別1M:!泉に於げるl'1imfJ:，の;t1I!J:闘i系に車ト、て

2.賓験方法

温泉のHl互の作J-Hを知る方法は種々あると忠はれるが，吾々はJCの方訟を貨行した。

1 新温泉の穿堀が完成して初出を初める!けの前後11:周挫の温泉のt男IH:止を測定すればiI

JAの新設の;影響を9，i1るととが出来る。か Lる好機舎は長年月に懐かしか期待出来ない。

2; 既成¢温泉をポンプで千iitより過剰に揚水せしめると温泉の新設に近いJ伏況にたるか

ら揚水による周謹の温泉へのお響を碓めるととが11¥*る。揚水の掠・作は温泉の岨波導管に

j"{常なIfl~力鑓化を1mへるととになるから，錦管か'It管ならば新しいもかを:撰iまなければな

らぬ2 今問の試行に於ても ;JJ~揮を誤ってー孔を破崩せしめた火'1比例もある。

揚7]'(時1!1Jは長い粍，拐水量l会多いほど好都合で・あるが，質施には諸・師閑難を伴ふので，

大約 2ff'!j:I I\ Jの連績防水を行ひ，その聞及び自íj後に J ，I;Jd主の温泉の i!HJ定生 jj~、た。 J持 4えを 2 時

1111 としたのは湖iタJ)湧出 m:~及ぼす影慢が~れるも のもあるととが1":ーとされてゐるから，

その点を巧ほ したので・ある。

，3. i毘炭水 rl~ I亡ガスを多si:に合む場合にはポンプで'H;jJk.が|本!維であるっか kろときは温泉

1/ '1見iI~を _.....部又は全部を.jfIJ ;jìlJずる 3 との 11寺ばこの温泉が消去した状態 lこ近いからそのZ音響

が*IJるつ温泉水頭が地表下に低いととろではポンプの装置があるから，ポンフ。のf円IfJJ叉は

その作止を行へば 2，3)のいづれの貨験も行ふととが1-11来る。

4 1，'ï別府 rl jfJi湯池;)í~lí付近はj鼠 !IUk聞が一般に地表下でポンプで防水してゐるも心が多い。

n~女 111 は防水量が少いが，主li:館公衆浴場の如きは揚Jk:廷が多い。放に lク竜 LI にはポンプ掲

ノKÌI~金<JI二むョ従ってとの口と前後日のi引115t又は温泉水制の沼化で全体η湧出抑制のお

響セ知ることが出米ーる。

1')，.1-"，針'fiの富助に際して脱iJl1Jすべ きものは鴻出量のほか， J民地，化壊成分等!c.'ノV¥て行

ふ必要がるるが，今日は人民と泌!:U口教の閥係により主として泌H¥:"ーのんま!ヒに注目した。

然し長谷川万吉教授の示唆により特にある地泉のifl唆の微小佐化を J~l るた見にペツクマン
1: 

寒暖・討により五分母観測したものもある。化製成分の鑓化も古川正明感士が披 i昨年温泉で行

った如〈骨化があるととは像期されるのであるが，そ 11..まで11.1まなカった 3 将来は之を行

ふ心稼であるち

扮/ki阻J誌を中心にしてどの謹まで影響があるかはlリjかでないから今 riiH土ノl~í経円米内の測

定可能のi世J誌について行った3 白地の如<1:U:時rmの tmlil!lJで dうるかから祭~I'~ や降雨の影響は

."ウても小さいが，ì毎日・に近いと湖jタの肺野ーが重合して持水の~;)~! と分蹴出来ない場合も

(コ)



別府温泉に於げる初出 L，::の相互関係に就いて

第一表

t恩 来 番 号 I~思泉名父は i海岸より|貿抱月日|試験法
温泉所 有 者 の 釦 離

別/(fNo. 19 紙長 i~ 泉 3iOm 8月 7日揚*'

ゲ :'21ノl 松混マザ 66 ゲ 11Fl ，~ 

。:!i:¥/ 1 野上久雄 1.~0 。13日 揚*1え抑制

ゲ 4.:1i 藤井吉之助 2711 10月10日 新 設

'1 47'1ノ1 武闘酉雄 3GO R月10日 導役破損

ノノ J九九| 松野F手t~ry!~:frJ'f 

ゲ sO-l 亀ノヲ{・ホテル 650 I '1 4日 4湯*

ゲ 1045 た ~Î H家台 40 ，~9日抑制

。 l~U 竹瓦温泉 81 i 9月:10日ゲ

。1241ノゴ 治脇浪 泉 1:1'， I 8月日日 ゲ

i毛川 No.50 有馬野院

ゲ 1，4/ 原町三長一

ク ;n~ ノ l 闘立病院

生じた賞験を行った温泉の主要

イム賓施中であヮたがすべて標

3. 

( i )湧出口が新設されて周謹

準時l亡直しであるつ質測資料は

の温泉に及ぼすお響をiWJ定する

ととが本研究の也技な方法であ

質験賓施期は多〈サンマータ

責設の結果

後にまとめて揚げた3

事を第一表IC示す。

る、幸ひ別);(， 43ïの f_l;';i~を知つ

梅山から近いので潮乙のj毘泉の初j男H¥後と前iこ間設のj毘泉の現出量を測定した。たので，

iタの野署撃を消去するために25時間々 附に;)[1:定した結果は第 1圃A，Eで示す如く;¥f) .:~~j 吊は減

新j勇1-1-lのため周謹む温泉の劫tlt量の増加lを来し2山田 405は新説1[¥後は増加!してゐる。t， 
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どく(人〉場合新温泉湧H¥は周挫へ¢影響が少い吋

近<I乙1毘泉がないからでもあらう然しf，JfiliJ泉

は既存温泉相互ほど特接でははいと与へられ

る。ある期間を粧て連絡が定常になった}iJ~flt

又長期後のお響は降下mそのを測定すべきで，

他の効果が重合するから.温泉相互ιお伴l士

細
管
分
布
聞
大
闘
の
牛
径
は
百
米

-
印
は
剖
査
し
な
か
っ
た
沼
由
来

B
影

印
は
新
混
泉
、
。
印
は
調
査
し
た
温
泉

主
る
川
澄
淑
泉
へ
の
影
響
分
布
闘
で
。

第
1
闘

λ
別、

Z
2・
2
吋
の
新
湧
胞
に

新設の場合にはi切断l乙ならね如<1こ見える。

(ii) 揚水影響を明瞭に知るには海)~とより述

いものがよい。別， ::¥'o，6¥)4 温泉は曾て土生理
(1) 

撃士が研究したものであるがー泌出口也・1:1と

コンクリートのタンクがるって，拍{泉'1'<.閣は

地亥僅か下で，必要時lこ電力ポンプ (14馬力〉

二台で揚水する。奇々の2捕食扱71'<.は約~ fllf.HH， (B) 

( 3 ) 



別}(.fì，恩来に於ける初出~1止の相互関係に説いて

その前 2 時間lは停電で，終了後~.5時間も，揚水しなかった事を昨めてあゐ。第 2 困A， nに周

謹の温泉の初出量の竣化とその分布岡を示す。 @E[lが試験温泉，大同はそれを中心l乙今伺

百米の日jである。 OE[lは測定した温泉で， 0は揚7](君主響~，ない温泉，_印 I'Ì測定出来主主か

った温泉である。(以下の固でiE泉の詑競はとの種に分けてmひる)，¥闘r;縦二本玖点線

開が揚水時間でるる。との地直も伶湖汐の影響は僅か乍らある のであ るが;陽水前後はほぽ

同じ湧出量になってゐるから今は問題にせ歩ともよいっ
(3) 

A 闘中の干潮とある矢印は別府間潮位の調和分析より得た半日 }j潮干潮時を推定したも

のでとの推定は第 8闘の例の如く潮位管制とよく一致してゐる。

第2圃 λ別， No，694の揚水によるJ.'di量の温泉の初出責務化
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AI間より'"，i1i，::-¥0的 3，X(). f) 9 :~ ノ 1 ，

No.G9~等が:\"u . 6!Hの4 f.J; 7K 中 Il: i')j出:止は低

下してゐることは昨かに持 7](の影響であ

る3 而も何dしも防水中の第二回IJの仙は

平Yì々間後・してゐる~ X().(j!l~は P古んど tJJ.i 7]( 

前の1r&.1となってゐろι 不透水府fmを流れ

る地下水i)如きものであるならば地盤D師:'1等を考へる必要があるが，揚水1m始後可友り

の!ゆrillが絞ってからで干j'j身長~Ii日である。

地下に多摩fの地下水h主温泉7KIJfがあって各水I監に封臨して付1互の混合があるが， :}主湯

H苦が午、Im:: ir，主 III'~ (今の場合l亡は揚J]CIとよって〉するときは平常の均街を破れてf也}i'fより柿給

ぐ.1) 



y]I!!rf温泉に於ける初出::止の相アE関係l亡就いて

を多〈を交けるととが考へられる。キIIi給する府は冷地下水の場合もあり叉更に高温k ~j~衣

服の場合もちると考へられる。温度，化製成分の主主化lとよゥてtff:定出来る場合がある。日IJ

府市街地では，下流と考へられる海):i~l亡近い方が杢休として泌 111温度 b;高〈又流動辿「江か

ら推定しでも探庭からの高温泉の千IIi給の可能性がある。

日九ï'n は影響が多少はあると見られる。 ~o.70J， :¥"o.(j!J8は先づない，悩11とは示さぬが・と

の他のものはもど化が不規則なものや，反ってゆIB-~il~:が府カ11 したりしてゐるものも影響カ・な

いものとみ'.J?之をB闘で'1'岡圃に示す。指孤内の数字l'I減少量のもとの泌出量との比で

ある。之を見ると影響の亙ぶ地域カ・均水温泉を中心l亡して劃陪的でないといふ引が判るc

今の場合温泉水聞が高く上流と考へられる方面に偏在して所詞揚水区域!(似てゐる。下流

l亡，~響が及ばないのはそれだけ他の地!母からのfllí拾が考へられるa との地域は問湯~~;~ -}~ ，~iî~

!二にある。拐ïk荒は平均 12:IL/J[で、影響された線、減荒は ~OL ， 九 r;，f(渦ーである。影響範聞が何

捕ってゐるとしてもとの税!立と余り多くはないであらう。自Pち持7k::].:は縮減f正より;笠かに

多いからとの地1(1ま温泉伏流l亡余怖のあるととは碓かでるる。

=，，"0. 6\15 はよガ~7k件:JH;奏会り!司復しない。か L るもに・は水〈影響治、法る とともあるのではな

いかと思はれる。

との ;l;~~!5~;!で;影響は百米より速くに J.:Æ . ;;J払合もあるととが1・IJ る。

iii )亀， ;;18ノ1も梅原より遠い。との温泉は揚水前には湧111は伴止してゐ・ご，放棄して あ

ワたのでポンプをかけた初めは山ノ}ψ・11Iてポンプは{-}・.tfニしたが，約 2時:;lJの努力でtP'JJk.メ

順調になった。然しポンプのtJ)J7I<-:I~: はす'~まり 1 時 40分IIIJの千均拘水量は 1~.9Lpf て，三 C 、

1m も鑓動が苦しかった。との温泉は1~J;7kf.タ止後， 42020 の iE泉として ííii吊したa

揚7](時は ì~'f.i ì':丹時て第..陥l てみると Xo.;~7:;はとの時最大i見山 111:に去ってゐる。故iとれ~*の

影響 I:l..光づないと J~ る。

::¥O.:n吊‘?ふ.:17O，?ふ.~~71 ，等!ま扮 Jkv_;.?J特は明らかである。とれらは防水中の第二回目

の測定値が減じてゐるのは前の別， X什 .694の拐7j(の場合と反射であるコ iたって他のI也怯ふ

らの布n給はるっても少し叉扱水のお響の位相去を示すものだとも考へられる。

No.332， Xり.334はif:f;;'より速いが湖iタと揚水の雨お響を交 11 てゐるとも角~障が出来る

:xり.::7 1 l"i{!)j1K終了後は少しも回復・してゐない。

"'j主主句拐7](:1::12. 9::1 [/L'C・ ~;I~I.~iñx ~~tは約1 O.¥I/1..尚他iとも減荒はある〆くく補者'.，ま官等しいとほ

られる。

( 5 ) 



別Ir:t i瓜泉に Jj~' げる i泊 ul :，::7.>相互腕係に就いて

第3圃 ¥ tl. ;'¥o.311:lノ l温泉の鋭7f~1こよるかj逮 i i~l泉への膨響
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長谷川万古数多2(京大火山nm泉研究所

長)より泉川の微細管動あるぺきと

との示唆を'乏け， ~， に:lI. RIζ就いてベツ ク

? ン:!!~暖計で iJ(l] 5:Ë した恥のを第 .1 li&1に示

す。糸iRは主として鴻IH{，::o~ 化に従ふ

ものであるがとれは反引に秘化をしてゐ

るコとれは探i易h千7_ìl~!.泉水Iq'治減少に上

形??1分骨iI主第・:1;・ioiIl:に示す。括イ瓜l̂lの数字{ま減少量のもとの初出世l乙封ずる比である。

とのうJ、布をみると揚水温泉との距離と減少比はj![いものが明かに大きいill'iをもってゐるが

よ辺見lj的なものではなL、。影響が刊にある方向l乙大きいといふやうなととも見られないコ

、i)MN ~. 551 (第5圃参照)は 第4闇 亀Xo.31S. jの揚水中のNo・:118の泉ini必凶h:_:の主主化
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17てi夕潮影響の調布を行ったも

ので現在iJj/lIを仲11:し水面が地

支近くに見え OJ _..般にi'J.ilf¥梓

"は将位二J)WS何で・冷水が入うた

り応部に砂/J;堆って出 ì~;!_JJ\の湧

Lf¥を妨げるものであるコとの割

減淳行(主竹管であるが之l乙ポシ
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別府i，~泉に於ける;ゅ 1:11 :目:: の Í~fl:聞係に就いて

フ・を皆目して4'，7PKを試みたが多量に泥水が111るばかりで・遂l亡高i毘7KV.，訪出をなし得たかう

たっ亀Xo.3ISパ 0;，場合は鋭管でf釘吊し易(，竹管はそれが困難であるやうに思lまれろこ

ホ.ンブを仕掛けても鋭管は Ir l'~カゴ':~ IC;}Æt.えられるが，古川、竹信:は悶閣の眼力でまテしうぶさ j し

てしまふのであらう。

))1] _'仏.~ï':: J 1も竹管で低i置となり雑)1]Ie:::使はれてゐたがI盟主主管_I-4IitOは古くは見えなか

った、之lとポンプ揚水を行ったが約lO分で揚水はIH来なくなり水面は見えや，試みIC7J'にを

(Eいでも吸ひ込むばかりで・あったコ約 一時間後地表下 R;;CJ】1迄7K商が下丹・して五kた。

もともとflI;i盟で羽HI量の少いとの湖泉が泌111を停止したのは注中等管がつぶれて埋うた

か或は深部の高い温水が破損個庭から泣いl也府に逃れてゐるのかはl羽かでないっ防水前に

周挫の湧出来を測定してむいたから， 破{:f~後如何なる n;~.年を間違!C 及ぼしてゐるかが判る

笥:であるがその~:，'i果・は第 5 闘の如(j合成一様でない o );"0. ;;52が-1L，'~[も減少して ん ζ，の

が地下の連絡を意味するならばとの破損したj鼠泉は下'h!.フ)高i毘水がとれまでより多景r乙従

hflて流入してゐると緋酵される。

γ〉 別， Xo.l¥!1討毎

月より可なり離れて

ゐるが潮汐の;~特が

あるのは第 6刷人で

比られる。R{¥L~o.~ . ~ 

:¥'0.52 の主11き海;i-':

からに距離をも考へ

ると 4-7Lj¥[の7必

イヒカ1沙~iタ tてよるとは

第 5聞 A，別 ~o. 4 i:lノ 1の破損に
1'j，ふ}品涯の温泉への影響

~1. 1'(0.473.1 の.A!I.才負
g円10悶 qh lC} 111‘ 12..1. 

I I I I '1 

~5'い i
I .、1、4込、士 .1(，陶'0.40何5 

c叶i :.、、.‘、.‘.、、、.‘、.‘.

|a:= 一-噌 N附'05却~3
25→.  a- • ('(0542 

2.¥)1 8-τづー$ .... 1'(0.'98 
「一ー一一一一..... ーー唱f(.榊 72

eドー_. I{OJO 

10 

.. .1'(0191. 

乞二二%削4
r<ι'I73 

{奇t:イキiι
(=3) 

B， 

忠はhね。この謹 .cは既に ;;1司有した結果は潮汐係数 C入 =II.~，!，'Cで

じ入=一 h
a 

h == ~ 
‘- "H 

ζ l.IL a 1主導'苦断耐fi'i，は'1はiiJJlH量， Hは潮t位古

今 1白¥= Hれω~eJ引'11ρ ，(別月府手I湘毘泉の導哲管;~膨断Z折f而干杭A.の之斗苧p.王均Jとすると潮i汐夕 lに乙よろ引j鴻兎出 i祇止の鑓化f呈立山υ‘!岬は

6 'i = O. i) x 1，J x 61 r = 0.7 x ムH

で:';UIJ定時は小潮に近〈ムrrは最大 1米忙であるからム '1は 1L/)[以下である。

( 7 ) 



別府温泉に於けるiw尚北ぬ相互関係lこ就いて

第 6圃 A，別府1'¥0.191易ホに主る周港温泉への，影響 B，拶智分布岡

又干潮時を中心にしても可なりの不調締に

なってゐる。 i';if!i夕立〉影響に位相義がありとし

てもXo.!]!{の如きは確かに揚水の影響と忠は

~Lるものカ1 ある。

そとで今少L過大硯¢傾向はあるが揚水中

の減少を揚7](1乙よる影響とみて減少上とをとるとその分布は第 6圃の如くなる。出)4ミに近い

N(). 52Xo. 32，などが大き偵をもってゐるのは潮汐の影響が混じてゐるとみられるが，大体

百氷内では殆んど按7](の影響が及んで・ゐるととは明かである。又、百米同外にも影響が及

んでゐるであらうととは推察し得るつ影響!ρ大きいものは海岸に直角な(東西)方向に帯

う
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第7国 別， Xo.Hlの揚水中に於げる， Ko.32の泉混訪問泣の警告化

'
h
1
 6

1
 l.IJ余になり拐水量2~L 見

ω 4- 3'~ 
l¥Iを越えてゐろ。前者-

カ;8甥汐霊長響を混じてゐ

るが影響匪は更に庚い

事を考へると揚水量と

絞!減量が客等しと見る

べきであらう。との地

域は別府温泉の南西臨

#点であるか伝地下温 42

J泉fM布はあまり強いと

とはないであらう。

4グ

lf l?h !?h !?h 

.~~---揚水中一一一斗
↓ l 

干

二剥

-
h
H
 r

コl 見唯

ヰ

'，)<. --脅'):/:(笠
~対ーー美一一ー一一-->(

司、x試祇---)(-うえ

.2， 

.II，/' 

( 8 ) 



別府ì~;$.に於けるM筒宣1・の相 I(側係に就いて

1'¥0.九2温泉に就いで泉温の微細費動を観測したものな第 7闘に示すれ潮汐の影響の上に

大きい質化が二つある。之は助出量には劉胞:せ歩扮7K礎動に干I~ひて時rUlが遅れて現はれた

やうに見える。影響lN兎出量とは別l亡泉質1<:及んでゐるのであらう。日即別|リj府温泉で時iに乙地1

に何の原囚と考へられるものがt友主いのlに亡t拐男引I出l:HI託hと泉j温且又は泉i極匝と化皐成分が相f伴宇つて提化
(4) 

するとがあのるのは，他の温泉O~鎚勤が地下で連絡が平行であるものに及ぼすととがるるの

ではないカ，-('と思ふ。

¥'i) 滞日に近い温泉は潮汐の影響が有しいので持lJえによる影響にMi:合して後者が見分け難

い事があるつ ~'O札.1同211 / 1のi舟育引l出1ιiμ問例J荻判抑JI卯刷刷jJ川川Ji川山山n市山lil町l

明かlに二なしf作〈3トなカか.つ7たこ。

M8園 A別No.221/1の揚71< s Sl>.:l21ノ11i1ff) ;c"ニ近い
による期退淑泉の主主静 止1'，

。

塑iが昔:しく之に隠れてし

まふ。 x向o九.2::!.J.は潮f汐夕の影

型は点線て

挽算 し 7たこ鎖線より少い分と推定する。 No.189ぷo.~ß6 ，

~().~:;7の減量は佐しく潮汐の影響も入ってゐる。

平均揚7J( -:lt は 22L/~J て"vl!J定したものみの線、減量は

GLj?II 5f;である。近くで著しいお訟がるるとみ Cとの倍長が総減景としても揚水量に及ば

ぬ。遠方I亡膨響あるかも失rれないが今の場合揚水量の方が大きいといへるであらう。
(5) 

との設は問ノj易iE泉脈上て・優勢なi温泉伏流を思はしめるがほピ一日l亡相官する揚水量も

近くには影響するととが1佐かめ長、れたのである。

No.22S は揚水中!と湧出量が増加l してゐるのは~:JJjlJ\. 1亡防!述あろのかないのかは明かでない

が，泉慌の微小縫化は第九闘の如〈 鑓動が甚しいのは亀t )¥0.::ヨ(第7t剖〕に比して著しく

劉照的かある。と￠賛助は別府間1)iltJ~1);iも );J~'干してゐるととも考へられる。

( D ) 



別l':j:温泉に於ける初出抵の相互関係に就いて

!l 8月11日 10" 』
刊

l
 

i
 

第9園 別:，¥0・2主1.1の錫水中Iこ於けるNo.228の泉i1s.，訪問主tJ)溌fl:.

63~ 

xー』ーー一決〆〆

;曹l:!::量

62 

12" 

第10周八亀 :'\0.181 の:t~*及;J!I日
ililJの)母港ml泉への修響

』包ND.Isl C) .j-易 Fド月l:j1p骨'l 8!'lIsB 

7h Sh 9h IOh Il
h 

12h ¥ 
I 1. 1， I '1 

九州向」

1
1
4ード トザ 1/: 
lAMlq4bヰwrj 

i NO、2C)..__i_s 
HJ' 1・ア j 

廿「巳Fト十十時'1イ

吋
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、
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1
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e
l
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l
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13 

l斗h t5
h 

、ii) 亀.181の揚水及び

抑制の!日2克jは f度予潮

時であるが海，i戸に近い

~0.~29(~，は殆んど潮汐

g'/.... の彰響がないのにl院ぺ

ると第10齢JAではNo.

、
、

¥ 、、

ちく

8 

7 

b 

第11圃

8I'1C'IZh 

し
叶
勺

1
4
z
t寸
s，
寸
4
4

B

O

 

87， ::'¥0，¥10， No.450 (7]( 

{V:)の捷化はJ志~7.kの影

現!と見てよい。

影科!分布i品iをB固に

示すc之でrrにつく事

は近〈のiff~J是よ

1) も遠方のUfìI~昆
し叫

70に影響を及If'し

てゐるといふと

とである。 i梁さ

?ちるが，それ

B ?フd亡ご~/.
にも抱らやお饗

皮の3Zなるのは

地下の主g絡が複

$11;でるると推定

しなければなら

く10) 



別府温泉に於ける初出足の相互開係に就いて

たい ，J易7K::示は25L/J¥!であるが終:減量は約J2Lj況で膨響が更に出くに及んでゐても，との

こ係に&ばぬと思はれるから，拐7J( ~: ，::の方が多いコ温泉分布も余り特て・ばないから地下温

泉tJfeになほ余裕があるのであらう。 第12圏 A亀lS'o.ilOの揚*1こよ
る周i1i思泉への彫怒

Yiii)別， ;¥0.] 0 ¥50:'視出抑制は-rJJt子潮時のため周遜のiEi[ 8勾l宮Bf2.h Iò~ 14h ，''' I{，h nh 

I 1 1 1. r I 
泉乃多〈は抑制!の影響が第11闘の :':0.1 :;川の如くに現はれ 30L~ ι ~ 

I ，仰の| ま
なかったの唯一つ No.130Gの水位が千湘時に;10創立してゐる ZOi I 'i(~~ I m 

のが，抑制影響と認められたっ 10」 ?--i林イ
時 A

50'':'; e._o 
iX) ~さぐり.;:;0 の拐;K によって第 1~凶 人の如く :.'¥u.ll(j， ，_ 1 : ¥r(Oμ1/ 

寸 i'" ，1/ I 

:.'¥0.1<[0， No.14'1， ::\0.144 は明かに影響白けてゐる。揚 30~ : ¥/1. 
1 〆~ 1， 

水の前後の11立を直線で討iんだ自II'Iとの完悦影響なとみるo 2.O..J し千円
.."'1 .)聖 ~ I 

1'¥0 51， ~o・ 130 は潮汐の上に揚水影響が重介してゐるとも見 ¥.ピiz : 
26寸奇ふJ町0.1仲

られる 055響分布(第1~岡 B)を見ると揚水影梓D大きい::\0. -1 '¥'入

llu， ::¥り.140，Xo H~， Ko.144が述くあり料影の小さい XりJ'> ~ 

1-，::¥0.60 が近くにあるととは他と較べて特異な点である。 内j

"1-'均揚水量約日LjJrで綿i成52約九:IL¥fでむるから雨者は

~等しい。 mJち揚1]\量だけどとかの温泉に割首て L 湧出量

が減ってゐるといふζ とになる。

X) Xu.l~l~ の iYJ/[ ¥ IfIJ ffilJの影響は第[::1侃|に示す如〈湖汐の

影響が重合してゐても ::\o.I~ )l， ~υHI; ， :.'¥0'.'50の揚水影響

は明かであり， No.:H6 も多少に・野響がある。影響域は務

ぃ叫

4
4行 N'O.51 : 

B 

l亡明かに見える， No.::41には殆んどな Lり Xo.::4-1〆o.，t]~には多少ある如く， No':¥47は潮

汐の影響と重合してゐる如〈見えるコ

( 11 ) 

L 

25吋



別I{:J'源泉に於げる湧出泣の拘互開係に就いて

第13濁
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第14覇

ムム8

B 

とのお宅草分イli:ま 111，';'11必如く西北の牛同内に影響が著しいやうで叉fi米以卜ーにも 及ぶ如〈

見る。

的水最が約 1:1(，/'flこ全jし綿減量は :;131，(¥1(Cも及んでゐる。これには湘j夕影轡が入って

ゐるとしても揚水量を越えてゐる。 1]，1過にi恩泉が桁な地域であるから l也FfJ;:Ntfc余洛がな

い事を示すものであらう。

Xii) 第15闘に示す如く種別府iliHlノ湯iIt泉南部は温泉水頭が地支よりjltいので必・要時

比ポ T7で劫水する，や.'j_ '_C.Lであるものがあ ~o そうでないものはiE泉 11 を低〈切り浴情
.r. ・0

が地下深 u乍られてim泉*は絶えす";ri{ll¥してゐる。自家用のi毘泉は揚1]¥:置は少いが，旅iin

0.衆浴場の揚水需は大で問ノ湯川泉は 一 日 ~N時間t!'r.は II-f1欺的に拐7kが行は，/1.，てゐる。

従って停電日 lてはポ ンプ[士一切動かぬれら平日圭比*そすればとの附涯の

( 12 ) 



j)1]1(.J:i!:'.泉に於げるゆ出j止の羽1万:lbM ff.に就いて

第15回 川 内湯iri泉h付近'f>品13品分布.0はポン プ妨*i，¥'ol:JiLEBは停電 11こ

昇位したもの..は自噴温泉，・十はf'-}~江日湧出設が婚したもの

~‘':::::::::! L ___ 
、、~ー-

説Il¥~i : ， i.lJ;[泉水頭の辺化

治'~J:n ら lL る。 8 月 5 日は

。
作電日 で、あったのでそ1/'

夕方と前日の夕方の測定

ま比較すると殆んど件下在

日には増加してゐること

との事はj見出口が増加

してゆくと次第に山;Í~ 7J(li引がーFl;守する ζ とをjJ、すものでHlノ湯況泉はもとの 自然現出は俗:

11二してしまった 'Jトを児ても斗'1::;，1:できる。

4.結論

以_I-.の街!段を本，~;括すると火の~fが汗へる。

1 新i毘泉のiJJ/1 1 は)ìl;J謹 I~ ~苫: しい jt:科を興へなかうた。と~ [，1士既存il;l!誌と地下T:題材がえ

だ充分でないためと思へる。

2 ある i純泉を過剰にfffí7kすると JJzJ訟の ìfiì1泉の iotm;，，: の減少を来たし ?~~/1 ¥を抑制すると

mJ設i位泉の出量が精力Hする。

、3) :j'J}j7k又は泌IH抑制によるお響分布は以験温泉l二割して点封陪じはならぬ 3

(4‘ Fj斡!は近いものに片しい場介，反って速いものに強い場合地下~~泉1kj'~é'ζ市ふと忠は

れる場合，等がるる 3 とれ等はj阻泉桐瓦が地下の連耕如何によると祁~ "Jとされる。

(5) 試験iXìl泉よりl'けと以上離れても ，~ð~~:が及ぶっ

(6) 試験 i昆泉の扮水中に周挫の泌U~ '.:i~:は一旦減少して後少し回復するコ之は他の地層か

らの制給と う汚へられるo~ l(減少するのはその干，fi給は少なしお特I [ J.'.C倒芸があると考へ

られる。

，7、揚水量と総減量(主主平等しいも心均‘タしこれは地下温泉伏流を充分i労出してゐて余裕

)
 

，，
 可・a，、



別府i~泉に於げる ì1HH:五1・の相互:闘係に就いて

のないととを示すっ

18、扮水量が続減量より;主ーかに多い地lrl4:1主地下温泉伏流わ余裕あるととを示すコ

1，9， 泉温がi見IU量l土日行して費化しないの 11泉質の沼化を示し，他の地!Ffよりの干l!1拾を示

す。

位。 iiJ.W¥口む増加は温泉水引の低下を来たすo

即 日L府温泉ではH_;科問といふものはあるi品!泉J)影響がそれを q-I心にしたflJ形£地域では

たいない 3

(12) tl'(')，iiAYX，をする温泉/ノ辺行は銭管=れ新しい竹管て・あるごとが必要である。

(13' 扮水によりて説!日量が減じたものはH~7k停止によって再び{'-'1俊せぬものもある様でる

る。

絡りにとιJ試!.¥:'I乙後藤己防台、川端I札古川恭三迎・竪士や多〈川原生が熱心に協力下さ

ったG 向本研究l主大分お温泉司崎市研究合D研究費によってなされた引を深謝する。
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"'hen fI. h"tぉl'ring wcll is overpnl11pe<l， the flolV decreases in those of thc neigh， 

Lonl'hood. On the 1 ine即日ree，tl，e 'l11fl.ntity ofωerplll1lpillg execcd討 thatof decrease. On the 
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引"'1<'times the erfcct extcllJs to the 1Iot spring sitnated more than 100m apart frolll the pnmp 
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l 14 ) 



別r(.f温泉に於げるゆ川~:: /.);f:f.V五閥{訴に)沈て

別府混泉に於ける湧出 Jti:の相互関係測定資料

別府 No.IG 紙L1in{it泉m*試験

昭和~:'i同月 7 日 10時 15分主り ]311~d2分迄揚水

とのiEi泉はf!h~で.2J" iií'Iì放棄してある， fM*荒は~\.の如し u

11.32; 11刈 j 1146| 12.031

19.75 U:ir.1 24.761 23.281 
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時分 I 11.00! ] 1.](; I 11.21-I 

錫7.kiitCL/l¥I)1 I f; .~i ;-' I 10.95 I 17.7:: I 

時 分 1 13.01 1 1:3.30，平均 l

J活水設CL ;1¥01 24.76 I 24.38 i :;]河 !

No.19揚水中の}lil!:fのj111泉の初出景l土ヨたの如〈である

:日 i主主jl
竺l也」111111721JZ:LLLl

Jm定時刻 、0" 1 :I.:I:I! 1148 I J2.::2 I i I I 
8，.) I湧!日 :1:)0.1L， :¥1 I 叫" : ~o.l I 19.<: I ! I 

‘示函|-i:zrlつti--1戸~Iづ石工11:l"~川ゴ可I-J5.00 i 

子i出j411JErid-l-l-「
.IVU:Z- 1湧 111;:は[::.1() L，':¥[' ~.4 fl i 日A!l1 2..lS 1 2.5必 1 1 1 

11::;; I刈定時刻1" :，:~1.0 "J 14川 l 川~ 1 I I 1 1 I 
I円恒三!日竺!己竺!竺 I ! 

土lzutl坐lJ;;::(J2:L-i-|-LL-
測定時刻1 ]].:11; I 1:1.501 J;-，.IOI 

山|測定時刻I 1 心~~， I ]ωI 1::1ωI l~.~~ I I 
|湧 IH::1::;3・79L/M I fl.f.il I ・ I 11.00 i 

戸jiE函jiuc同五iτdi--三日 一
と問)1::i4.1)0J./;¥I I 2竺!竺!」f士1 211 

21測定問iづ1tI !1.;51 1:.~~ I 1~.~: 1 

(15) 



一
一
一
一
二
三
凡
J

二

一一
)
i
l
一

防

止

一

一

一

同

日

二

L
川
ι!日
目
置
一
一
一
川
「
一
一

L
戸司直下一一ト

7
t宝山
古
川
一

団
仁
川
「
一
日
山
川
日
同
日
目
一
l
y一M
M

T

一

m

m

一山間一口一山知一山州一口一山川一口一な一主主主川町一川山一コ一

日一口一山凶十二
Y
一川町一山一日一旦山山一山山一山川一口一
m
f
z
一川

J
白川
:
M
U
T一口一仲間一

m
m

一川川

E
W一山川一団川リ一一

三
山
山
一
日
万
一
二
一
川
山
一
比
一

M

m

一川日一
M

M

一川山一コ一
M

M

一柳川一コ一明

日
¥
山
岡
山
川
河
川
一
日
出
即
日
目
出
回
川
一
…

山一山一
m

戸
ト
ロ
1
1
7
一い「川

BE--行しい
L
K「い一例

温泉 l
番号|

湧H:京及測定時刻
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No.泊 i，~l泉湧出口に於ける泉i民主主化

竺そ l土竺Tr粉 j;li! i，':'， 11 "扮 l泉 iltl !I 時五7泉

.50 

..).) 

11.00 

.0，'¥ 

.10 

.1九

.20 

~
，~，予

.35 

。，J

け
7

4
勺

4企

V
U

.55 

ll.CO 
.0九
.10 

151 

.080 

.Oi"lO 

070 

3q 

.30 

.35 

.40 

6uO 

.九九O

.540 

.510 

.603 

.583 

.5(;S 

.5~泊

内
U

け

d

山

リ

且

，

qけ

-
t
ヲ“，
A

-

4
士、、，

h
J
伺

4
4
9
1リ

」
目

'
4
e
q
“。り

14.00 

.RO .4H:1 0

5

0

5

H

 

I

A

T

4

6

4

9

-

q
け

..••• 

.470 

.383 

.420 

.4九5

.3(;5 

.390 

.4:20 

490 

.400 

.4::;0 

4~ .Ð~O 

.7s5 
ilO 
.昨日ii

.liλ0 

.45 

.50 

.5.) 

1:.'.(0 

.05 

.10 

.15 

.20 

.20 

.30 ! 

.35 

.40 

.45 
50 j 
55 I 

別":1・ No.221ノ9 松尾マサ氏温泉の.Hh~試験

昭和ヨ4!苧8月11U lOsj;38分より I日時%分まで揚7!-;:

.:!G 
3:-:t 

.40 

.15 

.i1~O 

、4J

;，-;0 .'12九

--)JJ 
.:2 :~5 

.05 I 

.10 I 

.n 

.21) 
2弓
30 

.150 

.080 

41 .040 

.86，} 

806 
.8壬()

42.8:0 
2')5 日3

来j1iji水位 (湧HJ口上滞η タンク上端より下へ〉

BQlf.1'i鰭i胡fji:

( 17 ) 



別 No. ~2Sの湧 IHi則定

時分 | 泉 i，o/.t 11 時分! 泉 in il 時分 泉 淑 11 時分 | 泉 i~ 

'手{) 10R.F40 4〉 ω。8!)叶ldLJi9.15 日20 • I)GOC G20 • !l ・ oc

.2
'
) .(:90 .4~\ o30.130 .10 ; .010 ii .35 .900 

.2九 .810 .~: O .100 i .080 ii .40 .円10

.30 t"ia .:!.50 G20.793 I! .2(¥ .050 11 .4ラ .7¥'0 

。5 .2~0 11.00 .762 11 .25 .000 I! .50 ."0) 

.40 .100 .05 .010 Ii .~， 5 .820 

.45 .050 .10 .0:0 li 14.00 .741) 

.50 .110 .15 .842 1: .40 62 .S30 i: .05 .740 

.:i.) ! (，2 u10 .:1l) ()3 .060 II .10 '450 

.~弓 Q的 i ・九リ .100 11 .15 .4，jO 

.05 1 .180 ::10 -腕 lu| 02 . 700 ~! .20 .410 

.101， .140 .35 .7' 0 11 .2i ，-，70 
.If・

.15 r .150 .40 050 I .I~( IO .31) .;，.20 

.20 ， '~()O .4，) .150 1: .10 I .Gllo .:1丹 .270 

.2，) i .150 .1::0 11 .1.'， ! .!J:W .4
'
) .080 

.30 .2[0 .55 -7!:u 
.45 .';'1l0 

700l .000 12.fO 
，，~O .nr:o 

.25 土n')
.')・・ー》 50) 

|限 iヰ号 i 湧防長十及測定時刻

!刈1)>じHJ言。1 D師会20分 1' 10・07-1 11，45 1 1示;--1十万三守j
91 i . -... .. 1 . _ ~， . .:  1 .. _ 1 . 1 1 

[汲 Hl ~，:: I 1 J.Oj ).i ~l I 14.片'7 l:l.26 I 10.92 I 8.ï~ 

|測定時刻 I 9n長105r I 9.' 7 I 11.55 I 1:1.00 i ]4.ね
JS9 1... .. 1 . ~ .. . . ，. 1 1 1 1 

|湧 111:，:: I 12.10 f" ¥l 1 J.l.O') I !J.22 I ~UH I G.87 

1測定時刻 1 DIIJ20分 I ]0必) I 11・40 1 12.35 1 14.30 
J9t 1 ，_ '_ 1唱 .. ， i湧出長 11:'.4'， r.:¥r J:.! .. q 8.31 ! 4.70 1 0.，1l 

m ハ l測定時刻 I!Jf射 0分 1 10.15 1 12.00 ¥1，. 1:!.，，;:' I 14.山

一リ 1 W IJI ~，:: 1九7.00L ¥1 I ~8 . 'i 0 1 日 ].~O '1 2~.~iG 1 12.口

測定特別 I 9時'0分 I ]0.同 I 11.4" i 12 .~:.: I 14. ~ :) 
-ヨ:3 I _. -." 1 _ : _ "__ ! _ _ I ，- I . -~- I 

i珂lfJ':，t 1 5.61 L， ~[ i 口.70 1 !i.15 ".O¥) 1 a・1J

1測定時刻 I ()I埼，00分]0.00 I J1.40 I 1 ;{.1 0 i H，GO 
233 ! -， -， ' 1 ，_. 1 --- 1 ' .. - 1 

1 i湧勇肉 :悦l止t! !ρ、).2山弓 L，λ刈f! !J.10 ! 7.9:1 1 ~. 1η7 I 1'1. 1門7 

224 I iJ訓測鵬U目脱j山氾岬時刻 | 州 5分 | 川 l lω  ! 川 l u 

!鴻!問珂 町 1:2引f内12却oJ. ':¥f九刈fI 2幻7.2宮2R ! 宮J.れ 21.(i凡 ! っさ，R'，

1扇町捌 1-示、分-1 1015 i 1Ji- 12-55 i-i5  

228 I._ ... " 1 (湧IJj :，:: 1 R月 L.')'[ 8.11:3 i S."弓 I 7.:)) t 日1日

( 18) 



|測定時刻 I91昨日分 I 10.1九 11.f;O i 12."，j I 14.25 I‘ H 

230 1鴻!H泣 12J.M Ll:!l[ 1 14':1] 1 12/0 8.4.0 1 5.6] l' I 
I iJll， ~ど同 i 川4-，分 l 一 元日 山1) i 13.1巧( 1450 →←  

ヨ:1 I泌問卦 110.17I.ji¥II 73， I ij・7コ 6.17 I 2け

|測定時刻 I9111j;4"分 I 101リ I 1210 i D.<J3: 14.4D I 
m|初出主:;I 5.15 L' ~! : ;，.14 ! 5.HI .j 17 I 4.79! 

|測定昨刻 I!)pPO分 110M  I l~.同 i 12油 i 14.30 

23コi!土門竺|一円竺|-JfLj-J竺 I土!-J竺 l一一

(測定1I:f刻 I!JIIP'分 JO.('O I 11.4_0 I 12・10 14.00 i 

竺1竺H日，:-恒三11-tJ竺|-Jごと!」竺!一一
|測定時刻 911~，0)分 I 11).18 I 11.50 I 1:;，00 I 14.25 1 日目111三J1i1 よ i-?7l|測定時刻 川 i 11m i 山 14':=12 

山 11明白 f止 ~2.411 L!九 1， 10円9 I ]0.30 川": I 

別/i-J'No.泊73/1 野上久雄氏所{iir.Uj!'J!，];7]t試験

昭和~4~f='S 月 1 : '， 日 9時4.0分より Hn年迄拘7]t この間の湧出来 12.iO L，;¥f 

12n!fl0分上り14.時迄初出抑制 このI同の水位は地表より次のf白をもった

ド !211 旦己戸|
水位 (CIll)! 7i I 72 1 691 G71 621 

周波の旬開放懲化は弓むの如〈である

iM| 初出窓&iJlO定 時 刻
呑聖子 | 

』 詰訓訓刈u目IJi立日時寺蚕刻1リU1 l:! u時寺弓~~，分上 I 10.45 i 11-15 I 12.35 I 1;)，0弓

330 ! i兎 出 f主【:E:|11υ4川}岨41，(¥1 1壬4.?2 I ~ ;. ;~ I ;οo.r.瓜円; I 叩川;芯:
i 1測山則IJi定立目崎時s年z刻 | 自11時l吟争μi勾5分 i 111い'.4伽1川)! 1 日lし1.1川o I ]玲2.3ω01 1臼3.∞

:1:口::1 1 _. . _. I .. __ _ ._ _ ~.~ I . I _ __ I 
i泌出盆 1 (jω28 Lイ/阻 i 8.5臼3 1 ド川.1).1 1 9.ω附.心.07町7 I !l.oω 5 

川 | 泌訓|山

司 |iゆ叫附荒| 山 L叩/ρ丸，r川l 川 ! ¥).4叩7 i 9恥 7行日5 

測定時刻! 神!CJ分 I JO引 I 11.20 I 12.4.ろ I 1:1.2') 
3JO/} 1 .• ... .. I~.. __. ..1 ".-， I ~_ "" n._. 1 

1 i兎問主t12:J.17 L! ~r 1 :~'.7ヨ 1 2iリヨ コ・~75 1 l1.ill 

E 測 定時刻 I9fo!j剖分 I 11.コ j I 12.()0 13.0') I ";:..1') 
:HI i ....._ _.. I ~ " n.." 1 ".V I .n ~_ __.... i 

|沙問最 1 9川 1/;¥1 1 11.25 1 12.00 ， 10・g!.l; :11.00 j 

測定時刻 I8時針分 I ]0川 I 11.30 ' 1235 I ]:1.1 (J 

:J.U 1 __ ... ... I ". ..， . ，._ 1 ". • n 1 ~~ ". ... • ~ 
|砂崩批 121ωLfM I .241.'3 I 23.n :;4.12 I :!:!.10 

iJi院時刻 I [lfI~， il(J分 1川 I 12.，8: 川 ol
343 1.. ... •. I .， . ~ .• .， I .， n 0 I 

初出 Ji;:I削 5L I ~l I 14.98 I 14 29' 1:1.(l0 

ぐ1!l、



測定時刻| ρ附 0分 I 10.4') I 11.10 I 12ぉ 13.0，:; 1 

314 1竺_IU :p:_!川1)I.トIj IU円し三どLl ?382i mz! 
測定時刻 ID時15分 I 10.50 I 11・U> I 12400 I 13，00 

削ノ 11初出赴 111.401./)[ 1 15.9S 1 17 i:J 1 15.'22 17.73 

i測定時刻 I8時30分 I 11.00 I 11.40 12.:;0 I 13.10 

3酎 l湧出 JJ;I 6.99 L ，:¥1 I 川 581 I 7口3 R.ti6 

| 訓測IJ Ji定~n時寺刻 I 91時砂ヨ釘5分 I 1山0.5丹 1口1.2:::;! 1巴2.4ωG I 1口3.10 1 
制 |湧出五沢::I 間 L/九[I 1 r.日1 I 山 9 I 1日3川川.(瓜{ι川;川1 I 仰 ! 
つ戸仇一悶副-円円函瓦玄針一-j-一つτ五立J司τ司|

釘:1ii7 初 Hl刊if於j止ト l抗羽 L川 I 3，).17 :1l.54 I 叫川円崎6 i 抑 5

測定時刻 1 9時1[)分 1 11川 1 12，Oj ]2..，7 i 13.25 

362 1砂防長 11C.42LjM 1 山 14.46 I 山 13.78

測定時刻| 9時何分 1 J 1・0') 11的 | ]250 ! 13ぶ
41ヨ 1，~__ ~. I n .  ....... .... ..... I l"'l I .. JI .)II .1 _- n{'¥ ，，_ 1;カ問主tI 21.0'3 L， ，U i 24.54， I ユfJ"F， 2 !J.4 ，) I 24.弘

I i1i問主;.1 tりl W分 10.;'口 1 11宮1I 12.，)0 i l:J.1.i 

乃47 I I I I 
測定時刻 I2[，.到 L，;¥1I :Ji.14 I 日ユ1 1 3D.:!O I :1I.11) 

測定時刻 8;~AO~上 10.40 1 J 1.10 12))0 1 13.1り

ゅ出 JI~ I lfl.ii L :¥[ 1 17.Gl I 13.84 i 10.18 I 1ス.4"

I一一一一一一一一!一一一一一一一」ιー←一一一一一一|一一ーー_____1一一一一一一一l一一一一一 一
|測定叶刻 110時25分 1 1l.G6 1 ]:3.23 i 13ワ() 1 14.15 1 

削 l渇向日 I25.!::9 I./M 1 ::川| 山 13iUll) 1 3川 i

別府No.4ili 藤井吉之助氏温泉の新協出

昭和24年10月10日 1 ]n~30分訪問問的

静止7.k頭地上 2.00m ;如H7.k頭地下 0.~71 1l !>í!i~'i. 五日"5e ゆrfl)l::3~.O 1./ ¥1 

新湧出jjij後にぷける IMiJ量出泉のi渇出 11ト

峨番号| 沙問 fIR え測氾時刻

401 l測定時刻 911 lf'，時50分 10n 1リ O

‘ I j訪問:);::I 54.7G Lr~r I M.~O 

|測定時刻 I!J 1 1 1口111/)0分 10日 15.10 
生θ5

I i1i肉川 !.!r;.7.~ L/~[ 2~.8G 

測定時刻 I911 1日昨日分 11)11 11:.10 

m1W  H1141:!1コR3L/l¥r I 1仏OG

|測定時刻 I!lH WH~10分 1011 1日ココ
:m 1;吻 HI :，::! 15.9:: L/:.r 15・17

(宮U)

‘;" !子



No. 17 ;;~) 武Tll問機氏JiJrfiW，泉錫7.k;式験

昭和1~4年8 月lO n !l時3(1分ポンプにて 1ib~ !l H長40.'1t1坊ソ'J~ 止み 混ぷ孔lこは 7~荷。侭〈てみえず

7](を注11ば吸ってしまふ。 10lljm分岐水位(;1:上昇し来り地下 SGC1l1にて止るc

山手 I ;Jj LlI日比測定時一

|測定時刻| 川 "j;'t ! 11.00 I 11.[)・)

393 I 湧出~:，:: I 15.71 LjM I lG.14 I HUt3 

I iJlIJ即時刻 I 8時3;;.';t I 10.必 I 1:2.1)0 

391 I湧白川 I 14.05 L/::¥[ i )3川 I 13必

|測定時刻 I 8時的分 I 11・00 I 12.1:; I 
3961i兎 Hl ;，:: I 1沼 5J川 I 14.60 I 14.(j9 

漏示瓦l 州，37分 I 10.40 I 11.52 
:;98 1.， •.• .， 1 ^̂  " ~，.. I .~.， '̂ 

1 i'Ji尚北 1 20.42 Ljl¥1 1 20.81 20.17 

測定時刻 I 8時47分 '1 10.4!l I 12.0-， 
40.， I .~. ... .， I O .~ '-， ""  ! ".， ，，- I i i'li H1 :，:; I :1242 1，1)1: i :1:?:;;! :11.<:11 

測定時刻 I (l H~'18分 l -Iι! 川 5

472 I ' _~ ... ，， 1 ." ..， . H 1 '̂ .". i I i湯 tH :ll~: I 1 ~I .( I乃 L/:'I[ I J9.20 I lR。えヨ

測定時刻| 出1I~， 15.'1t I 10.ペo 12.1叶
473 1 '.~. ... ，，， .，，， T . .  • ， A.. 

|初出':，~: l]'..!'! L/M i ll.!):l J224 

1測定時刻 8時10分 112リ 11.，-'0 
壬74 I ~ _ r. 111 _，，_; ;，¥，1 1'('1，' ，r i ioJj lfI :，ト 2:1.18r. /;¥I 1 21刈 23.07 ! 

測定時刻 811' j'" 5分 I 11.00 12.00 ~ 
542 1"..." .~， '" T ，.. [ ." _" " • ̂  ! I i婚出 '1十i u，')H r，/;¥1 i Z'U ;1 ヨ2.刈 i 

測定時刻 ! 8HPR分| 寸川 12.);: f 
九41 I I i均出?，:;: j;，.I，:1 L，':¥I I ~().4リ : 2G.4R ¥ 

別府~o. 694 亀井ホテル揚水試験

昭和2.1年8月4fl 11時0::;分より13il'if2i分まで紛7.k，そのmlの防水!心 *1立次乃如し。

揚水量平均 1:2:1.111.-111 

時 分 I8. :J8_i~~: _. ~1.1::;:~竺I Jl.441 山 2也竺いれ円I12山 山 7!1叶山'j

揚柑M川

i旦泉水位 (地支より下へ〉

* 
( 21 ) 



時分 1 11.36 11.48 12011 ]2.15' 

128 1 124 71-位 1 132 ! 

ß:;~ 

7~ 

分 12.27:

f立 ]21

分

位

15.0 ，) 1 ;;.18 1 1弓.:R 

i:l 31 I 31 31 

14. HlI 14.48 

:l'~ 1 31 

周溢温泉のditU:，::主主化は=1:.の如くである

温泉番号| 湧出盆及測定時刻

|ll時'，1.:時刻川 ~ I/lJ::2nうj' I 10.~0 I 12.10 I .]2.45 I 14.:111 i 1;，.1") 

叩け1 ¥ i勇出 f止日oLI~[ I 5 2f I 仰にと一川吊 1_~22
|測定時刻! 日時~O分 1 1020 1 口 151 1:~.0川 14.'10 1 1口.211弓rr1 :¥.4(1 

681 I i，竺竺 6.S'，1川 1_2三|三三[二ぺ二竺1_8竺";九
川i目定"Jτ引リ| 日時1;)分 1 10.1九 1 12 ('7 I 12 :J') ¥ 14.30 ¥ J 5.10日[J1;;.1;) 

6相川JjtU ;，:: i 2.84 L/:¥[ I 3.02 I 3.19 I ~..-，引 4.20 I ::.2; 日 3

削 [測定時刻! 日時00分 ~~.~~ I ~1.~0 I 12判 15刊 l 叩 1川
i i兎 Ul匙 i 1:1.~市1， /1111 14.65 1 1::かI4.~7 I 14.79 I 1 12.21 
，~---~:~----~I一一一 一一i一一一一一一一，-ー一一ーーー-1-一一一←一一|ー一一一一一一一寸ー一一一一一一一
l il制定nl'宅1JI りfl~i()I'分 ! 日.0，1 11."'什 1 12.::51 I4 ~11 1-1:0 

九 i湧出 hli 654IJ3f11 6山 1 5.121 6.681 u.i1 1 6.G8 i 

;;i瓦U!?ふみ-，百五戸.:~I -12~;-τ:ir戸耳石可5
(湧 ~B -;1トl一千0:'L竺{ IM! 11fmJf竺|土:l9I..~3 と~1_13.00
|測定時刻 I \)n~，.l.O分 I 1040' 122.-， I J:1.1り 14.-:，0i ]5:~5:5 日 1[; 05~ 

ι!J8 1 ，_ ... .•• 1 "， ~~ ~ ...1 _ _ . _ • ~ __ 1 __ _ 1 _ _ I _ _ _ 1 
I i兎出:litI 1(;'33 L/MI l !J"~ I 19.76 I ]8.6') I 19.60 I ]!J 75 I 1ιu 

iOO 1測定時刻 1 州()分 1 10.1け 11九九 1 12ω| ω01 1川 1')日山fl

i湧 1:11J，:: I 10.78 L M: 10.')i; 10.42 I 1020 I ]0.]0 I 1.).15 I 10.71 

|測定時刻 1， 1 O:I~:'~;) i上 12.1" 12.45 1 14.~j i J :;.03 : 

一一一J竺ど 2[，'::2 1一三Iヱ:ゴi竺ヰ_1 2ri.(竺己竺|
同測定時刻 I n時1:;分 1 10.15 i 1?10! 12.11) 1 14.25 I ]5.1);， 

I J;) I湧 出足 18.31山!川0: lS.31 lR.I;!l 1 山 1i 1~.31 
一一 一一一一一 l一一一一一 11 ，:，:/'一一-一一一|一一一|一一-. ー

717 測定時刻 10時的 11引; …~I 山 oi 11).00! 
: i勇肉 ftト ::0i LiMi 14必:! 11~.í3 19.'13 I ](1.83 I 

i 測蹴定糊 9日川咋i

73(i 湧 l閃旬 7批l止:: ，1.8鴫8工 :¥1刈11 8.G8 I 9.4壬釘2i 9 42 i 9必 | ロ!J.35I 

-，~首lIJ~~n~刻 t 日HF1円分 I 10.35 I 12.2; i U.:;~ I 14.4.0十日.20! ....一市:
叫 Ii勇 Hl対 i 聞い[! 727 I 7.0:，7 Iω3!  6.99 1 叩 I<i.; : 

|測定再三u! 9n~35~} 円百~I は4I円高iづ瓦1-1玩工!
制 !訪問景 5叫f.l:¥rl C.I;:-j 1 (;，->7 i 7.f0 I G.!l5 i 6.il8 

(22 ) 



|測定時刻 1 9時20分 11'.4ぅIJ2.2:; I 13.80 I 14.30 I ];;.30 I 
77 -; 1 ioJj出悦 i山 31.， Mi則。 1 12.9.: I 1凶 J3E21 VI.67 i 

|測定時刻 1 9"~泊分 ]0.32 I 12.l'， 1 ]2.:，弓 H.:l.) I 1 G.20 I ] 5.10 
79] i........1 ".nTn.i ".，， 1 ，n..1 n..，i n，.1 .， nnl 

直竺竺己竺竺I|J:出f土竺引nリLゴ|二二三?竺!空Il_Iリ1_9.当!竺出と出!二竺じ竺出!二(1.2竺: 
| 洲定時刻 1 9n時普抑料0前3分 ]0.10 1 11.弓鴻s1 ]:l3出弓 14却 1 150015日1防5.2幻3 

叫 i泊出荒 I2仰 Lil¥l州I20.9町51 ~泊町2.7九ι| 川 )l2凶 I2幻lト附.

別!府仔 yけ. 11)け4心ろ z奈お須E勝奈，E氏所有i淑胤泉:揚協7水k式E峻量

flB平日24司王R月9日 1~1I~，活分上り 1511~20分5b揚水停止

i星泉i兎出口上タシリの7.1<位竣化 (7.1< (制~~i終点 lì地下山 7.5emであ. ， 

水位 i分秒 11 7.1<位| ノ~)、 秒

OCllliけ 00(l:aIlJ;545.土)11 ~'~" 1 
Rキ'.)ト

J:l.みけ
2ヲ 7.(、fi 1: VV'V  1 

:10 : ]2.叫 11 G5.2il J4.05 

.~o 川1 ;: r.，l.7 
九o 24.18 日1.代

15 

2月

;~)f; ; 2!1.!j2 r)~1.i) 

九日 8

.11) 

日0

，i4 I 40.01 
;J，J l~，.1)り

67 1 4~山7

JliJ透f.!，';lt込の初出!辻哲量化はヨたの如1<である

混加I ;Jj肉 ::t )え測定時刻

|測定時刻 12時Oi分 1:~.50 14.'21) 1九(K，1 Ifi.:JO 
20i 1. _ ..." • n.. .. ，，1 .. _ ， . __ 
← I_;:~ m ':，ト i山 1311llU74 九.日 日川|川

|測定時刻 I 1211計205.上|
] 258 1. _ . .. I ..， T ，，1 

1 i兎 tl:f :，:: I :1 :.>0 1. :1[: 8 りG I 7 υ :1: 7.S ι 8.:12 1 υ川川川.λI I打7 

1 測〉定i己~n時寺刻 1 1η21.吟ル1日:)J，分上 1 1日3fj川01 1.1ιリ!仁.211 J日5.:1川o1 1口乃丸山川:
1304 1._ ... ..1 ，An T.. "，.， ~"' I ~n~ 1 .，，，.1 

|竺 3，::に竺ゴ!liiH1-lJh-竺|ι 川].19

illlJ定時刻 1 12時2"5上 1 1む 1お1-1ι， 1九.171 j，>.[S 1 .J';・18
1303 1. _ ..!. n A n • ...1 A _.， I " n _ " .， I _ ，" I 

|湧1ftj，t i 10.06 L :¥!i 8.50: sm! .'.11 i 7.0:) I S 2i 

刑判 J211:，;]1)5)- !~! 1 L2~: -]G~OO 1-]~'， .:lO 1 "jG o~ 
] 32G 1 __ ... "i n.H T ".1 n -.' 1 n _ n I n c n I n ，，_ 1 

兎Ili :，ト i幻 4L::I [1 2 72 I 2・i61 2.(，9 I ~.67 1 :2.1;" 

別lf.fXo.1212 竹瓦温泉揚ヲJc'"t験

昭和'!4~1三吋月 3'1 日 12U~OJ分ヨリ 1口時迄湧出抑制 乎"ì1~"の湧 11::，:はiJ\IJ;ζ不能で符られな，-'i:)

3空10Flζ のj思泉はi9jHj乃自然停止をぶした。

ぐ23ふ



I脱番号| 湧問主t及測定時刻

|測定時刻 I10i}C0分 I J2.50 I ]3.05 I ]4.lo I ]:>.-，0 I ]6.48 

2::() !湧出以! 15.14 I./M! l1.í~ I 1'1.31 I 11.841 Ji).83 I 15訓

測定時刻 I10時10分 I J l.QO I ]3.12 I 14.11 I J5:iO I ]6.55 

2~S I湧出批 I !¥.41 L!MI 1(¥97 I J2.G6! 18・59I 21.0; I 2G.2J 

測定時刻 I IOJI~，1D分 I 11.0;; I 13.21 I 1 ~ 21 I J5.55 I 17.08 
')'.0 I I I I I I I 

山~ I湧閥抗 I]¥).¥I1 I./Mi 20.fO I 23.85 I 23 O~ I 24!1!l I 25.87 

測定時刻 I 9 J1~ ，48分 I 10ふ2I 1:1.37 I ~4 . 34 I 1~).:1~ I 1G.42 
3[弓 I._ ... .. I .__，.:. _..1 ~^__I M_  ̂I ，，， _'" I ，-...̂ I 

|湧出 f力午l'勾 I1珂8.94L/川:!¥f刈I引I ~0.5臼5 I 2幻1.0∞oI ~引f汀1.0∞() I 1仁7.7叩!JI 2幻1し.3町0 

| 訊訓附|

川 |回湧M 出 川 2…0引川川………:川川町…9川町…川L/川川/川叫阻叫I 2幻1.28叶| 山 2(;.641 2日州8悦41巴竺
!測定的3刻 I1]H¥，:-lQ分 I 1~.15 I 13加J4.s5I 1';};() 

:n 9 I .= ... ，， 1 _. _ ~ ...1 " • ̂  1 "" ^ - ， ̂ ， ̂ I 0 | I湧勇 H出t3が，:'I 5.4釘iL/M叫i S.ι4船oI ]刊(J人.向川乃 ]3丸3.1λ1刊οI 1刊49何

| 測定却釧川向剖 I 1口1川H川¥，0∞0分 I 12，('瓦副;一一i斗| 山 5I 1G川 10I 17.20川| 

創仰6! 湧 l山B)似，::IじJ竺土1竺竺7河川91 

I i測l比川l目リ3定立H吟1Pz制刻 I IωO Jl川l山~，4必3分 I 1日1.~お5 I ]3.4必5i 14ι.ι4“5 f 1“6.:.!0 I 17.25 

ml!i芳郎町
1

22.:39 f，ji¥Jj 21.u7 I 
31.20 I 30 89 I 

:J().OO 
I 

31.20 

4白川JXo.5) 石n電磁院i!:;l ~!1t;水試験

昭和24年8Jl18日 12 n~:l 九分 J: 1)]1時30分まで花氷

錫*古iIiの湧防:，::[1.9G1.， ¥( 

}.'.J溢温泉の訪問m:務化1:1:次の如(である。

制番号! 湧 11:1 'I~ lJ<.測定時刻

i測定時刻 12時05分 I 13訓 I 14.20 I 15.15 I 1九日
48 1._ ... .， .. __ 

_ 
，_.! . 

_ 
. 
_ 
I _... I 

i湾尚子JJmI川J竺~Iω9 I )3，5弓
I

12.72 

I 

il¥lj定時刻Ul' 121rpl)分 I 14.(0 I 14.25 I 15.lG I 1 ~).45 
口I 1 

__ 
..... • 

___ _ 
..1 ._ _. 1 

_ 
1 1 

j 
j"会向)，::. 11.00 L/Ml ]2・20I 1::・8 I 

14.2 
I 

H.G 

… ; 湖制イ出品分 I-Jむ干1-1示01寸4，ií5 1 ~長J
Jり l

j兎 tJJ .:，:' I i.2コL/¥I: ]8.70 
I 

14.87 I 1G.12 I 
]56::> 

測定時刻 ]2時18分 I 13.32 I 14.25 I ] 5.10 I 15.50 
5~ 

!湧tU公 ω.98L!MI 49.02 I 48.55 I 4:'.UR I 48.55 

測定時五!1JI 1?時13分 I 13.45 I ]4.17 I l5.10 I 15.35 
GO I._ ... ..! ...:':'， . .! • 

_ __. I 
_ _ _ _ I -.' I 

湧 IH:1，:: ]1;.9 L/1¥1i 1 i .'-，3 I ]6.21 I 23.2 I ] 7.4 

(24 ) 



位 l測定時制|均一分)i;lLi 而 imo|  154U 
'湧 U1fll: 1 ~訓; L/ l¥I I 9.19 I 7訓 I 99:; 1 9.63 

llJi 1 iJ~凶H寺丸I :~時時 I ~ ~.~~ I 1仙 jJ5.0r. I 15.25 
.， . I ~湧渇 u山1:1先鉛，tI ]2.34 L/l¥ll 1:九1.3拘3I 12.34 1 11.11 1 1::.:1:芯: 

1川1叩oIバ川世測附目悦蜘定即帥1時時却引I1立11削}

1 初 l問1:1)北;1而抗H川抗:: 1 2旬:3":判り Lυ/川M叫!2幻:L~川0川I 2む，.ι44}; 宮幻1.4訓01 2幻3.4的1) } 

Jl(日i 11測E則l定矧H咋F刻 胤;刊戸川川守汎L分 1 J刊;日l.ω.コ2山九 14.10 15.10' ]:;.-1打

倒 |幼閃 :MI ~ií.S2 1./)，11 :.!1.ヨ;! :.!O.iG I 20.82 I 19.03 

]2li /1 I測定時刻 I 1~時 10;)- ， n・川 14S01 1川， 15.40 
I i勇仰 i;i:I 3.5(; l.nr I !l.S，; I ::.lG 4.98 1 .4.98 

]3~ I測定時制いI時刻王子 I 1.. :111 I 口 50 lG・05] 15ω 
I i芳日I~J 1:守 l .¥;5 LJ:.i I ::;.7.1 I A.;:; I 9.'Jl I l) . ~IS 

140 I洲川島刻 IIl 11:町分 I 1:3日付 i1叫 I 16.25 I 15.55 
I i~カ~ H:I主::I 12.5 L川1I 8.G I 8.9.:; i ]0.09 I 12.09 

凶 l測定制時刻 I.1州
i幼ゆ t附l:f;1対l止::I 0.6ω:l r町，イ/}i: O.日悦4 I J.Oω5 I 1.1ω9 I 1.12 2 

1<1.引1，パ1I 測定時刻 I 12日時長ド刊l応5分 | 】臼3.4む) 川 0' J 5.20' 1臼5.岳釘5 

仁二巴竺J出l'土リiJLリ止:j土L一…土竺1M日i三!竺乙 一4十J竺土1-一竺L己ニ
J.1ヨ 1)洲刈山定吋吋剖=刻 ! 山

I iカ1:11j主，::I;(1、'2fι'/"11 I 4ι4..2 2.01 53.1 [ 53.4 

1丙示ゐ1J1 11~ ， 57分 1 ---;:3品 I~I 15.15!玉石
141 1湧出:1，:;' ]() 81 L/i¥11 川日 J~"G I 21n8 i 2~41 

4塩川 No.181 !JJ(回受一氏所有n'it ~Í~t易水対;n~

昭和24年8月18日 911~ .J: .1) l(l日刊O分まで錫7J~ H' 1I戸03T 止り 11"~:)b i，Jj出抑制

円 wl-叶JtJ7J<)I:: I :-:ï.~ [ 372 I 

竺番号I i1j Hl此及 illlJ 定!とと
8G 1 :~~!~~'~~ I川 15分 I~~叶 M! 日1112ヨi渇肉.:立!山以::I o.ωL/β川1I O. ，~)川1 I 04ω9 I 0.5ω~! 0.45 

j 8別7 介h川聞則l此定時刻 I .. 刊目H附0分 I 9“.50叶I 1ω0却 I 11.05 i 1υl仁.:.Ij
9伽0ω/バ1城流1iw勇 向 主立川::1 トト1~'叩山吋川「ほ2

9 i源E駅〔定f吟f時吟3宇F剖:芸刻芸刻羽 I 7時生初円分 I J均0.(叩，心5I 1刊0.2却ゆ I 11.03 I 1口1.0∞
色別9 1湧湧出 ;丸}hi:;|い?07 IAI 1 781 1 6.90 I ωI  I iメ

C 2.) ) 



u-71fbj;11121221:  ]9.41 1';:~II 15.55 I 17，28 I 

工♂!?門!出iゴ主I 54.72 L/MI 54.'i2 I 52.42 I 48.61 I 

701-!?|7船 5q:;:|]:そ|107113ゆI:l:11i: I 1).43 L/:¥II 6.21 I 5.97 I 4.Ui:l '1 

:_I竺TT17三lj;:121J11ljiqI 23.20 L/MI 22.37 I 22.37 I 22.37 I 

の 91M刻 |7ml:;;lmm1::;訪問 :h~: I 8.5οJ/MI 8.24 I 11.1] I ~.:J J I 

。日干官|正日弓)|百71t位(ωn)1 155.5 I )57.'~ ，' 157.') I 1 ，， ~.7 I 

1f!川 "，，0. 318ノl亀川凶立病院荷和療内温泉揚水試験

昭和24竿8月15日 18時より 13n~，40分迄揚水 これは低減.~て放棄してあツたものである o

揚7~の初めはìJil.7kが出て!ff:々揚水は停止したが12時主り Il/íi訓にぬ7]1;したコ

時 分日竺1い竺~I_]竺.:J 11，001二三二|-f一一
揚水虫 (L/M)I 10.6 I 15.1> I 12.9 I 13.'> I 11.¥) I 1仰

向凄淑来のi労flj.r止礎化は弓貨の如〈ーであ"

iM番号I i'Jj I : H 泣 赴測定時刻

! i1l1J定時刻'1 f) n~，4円分 I 1:?出 I13.07 I li.!.) I ].，九 1
31G i湧 m:1，:: I 0.98 L/:¥I I 0.¥181 0.91 1 州 I O!l8 

318 1測定時刻! 日時50;}1 12.釦 I1:t.l0 1 ].!x， H.λ1 
3肋 2，湧出 1ft'14.42刊)山|山:111G111181

319 I測定時刻 I n~~~分 I J~~01-1~1~)~-1 日 ;:oi 14印

-4Ji勇出引 I5.45 L/:M: j 4.8.; I 4.i!l i 4.71， i 4・7ti
32~ 1測定時刻 I 9昨日分 ln351 1B.04i1 11441I 14時

一1l勇 出 対 11.92L川1i 11・921 10河 I12.GO I 1121 

ι 訓IJ'!足時刻 1 10断。分 ! 12.40 I 13.20 I 14..1;， 1 1'-，.0.) 
m lmHi jitlmIa/M111.m| 川 1I 11.30 I 10.7i 

測定時瓦i1雨0"7} 11;ωI 13・15i 1両川守
制|湧 m)，:: 1 628 L/M 1 (1.~3 I G.ZS I <i.，:) I IU'iO 

測定時刻 I9n長引分 I 12.:l.5 I lil.Oi I 1-1.30 I 14.~九
358 1初出 71トI6.00 L/:¥I I (;..1: 8.191 8.32 I 7.51 

測定時刻 I 1刊0時3初0分 I ]μ弓川! 1刊日札.. 品:

370 I湧 出 j赴止 115凶 L/M刈11 H幻削9ωoI 14.叫4“51 1G.Ol i 
( 26 ) 



，測定時刻 I10時44分 I ]~ GO! l:to川 H.40 
3i 1 1._ •. I n~ ~_ ~ ，..1 ~_ _~ 1 nn  n_  I I i刃邸主':I 32.77 L '，¥f， 29.79 2!l.35 I 29.3;; 

l 測定時刻 I 9崎附;，38け分 !τ示干:立ζ司I1l.4企引Iサ)川I1川弓訂川(1
373 I._ ... .. I 】 .- I 

l 湧出 fti:lmdLfEIi?士山;I~竺|山5

測定時刻 I9昨日分! : 2.3G 1:1.0ょI14.ao I 15.00 
1 1..， ....:1 ~^..;:.，~.! __.1 ___.1 1 

湧出 fil1 751UEI[ 7Q11 R.t8l n5rl i 7・71

Ko. :lIsの泉i畠主主化

20 '41 10 ::11:1 

35 9nヲ 15 "一日 ]5 45l) ]5.00 265 

40 49つ 022 25 '"日 叫ー・戸， 4s.1 05 272 

5，) 121i 日1) :;70 0)) 489 10 269 

11.(10 i ] :; 3!)日 4" 4 -，9 

05 i {川n 45 381 "8!) 

別府 IIIノ湯f思泉近b?に於ける停電日前後の71'<位
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一
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一
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641 ~5.~~ I 7}，() 14，50 8.05 

644 1(;.3;; 10.iH ]4.20 21).4:) 

tib日 ]6.00 1二白日 l4.2;; 12.3包

676ト6'i6ノ 1G.1，) 16.6<1 1355 2リ.()7 

670 15.45 25.40 14.10 26.00 

日71 1G.30 4B.0コ ]4.18 生l，.(l':')

。7向 16.4') I 。目。7 J4.30 14.li 
眉一

( '}7 '; 




